
西日本鉄道株式会社（９０３１）西日本鉄道株式会社（９０３１）

２０１２０１３３年年１１１１月月１５１５日（日（金金））
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第２四半期決算説明会第２四半期決算説明会



連結営業概況連結営業概況（（２０１４年３月期第２四半期２０１４年３月期第２四半期））

※調整額 ▲１６８億円

運輸運輸
２３％％

連結営業収益連結営業収益 １１，，７０２７０２億円億円

不動産不動産
１４１４％％流通流通

２２２２％％

ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ
１０％１０％

その他その他
１１２２％％

うち、鉄道うち、鉄道２４２４ ％％
バスバス６７６７ ％％

◎◎ グループ会社グループ会社 ：： 子会社子会社７７５５社社、、関連会社関連会社９９社社

◎◎ 特長特長 福岡を事業基盤とする生活関連企業福岡を事業基盤とする生活関連企業……運輸業、運輸業、不動産業、不動産業、流通業など流通業など

西鉄ブランドを基盤に域外展開西鉄ブランドを基盤に域外展開……国際物流事業、ホテル事業など国際物流事業、ホテル事業など

ストアストア

４０４４０４億円億円

流 通 業流 通 業

主な事業主な事業

営業収益営業収益

セグメントセグメント

２２４２２４億円億円１８８１８８億円億円３６０３６０億円億円２７１２７１億円億円４２４４２４億円億円

車両車両整備整備
建設建設

ホテルホテル
旅行旅行

国際物流国際物流
国内物流国内物流

賃貸賃貸
分譲分譲
管理管理

鉄道鉄道
バスバス
タクシータクシー

そ の 他そ の 他ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業物 流物 流 業業不 動 産不 動 産 業業運 輸 業運 輸 業

物流物流
１９１９％％



連結連結損益損益のの実績実績（（全業全業））

３０．３３０．３％％１１１１億円億円３７３７億円億円４９４９億円億円四 半 期四 半 期 純 利 益純 利 益

２２．９２２．９％％１６１６億円億円７０７０億円億円８７８７億円億円経 常 利 益経 常 利 益

１５．８１５．８％％１３１３億円億円８０８０億円億円９２９２億円億円営 業 利 益営 業 利 益

３．４３．４％％５５５５億円億円１１，，６４７６４７億円億円１，７０２１，７０２億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費（営業費）

※ 設備投資は単純集計です。

※ 記載金額は単位未満を四捨五入。ただし、1億円に満たない金額は小数点表示。

不動産分譲事業 ・・・ リノベーションマンションを含む分譲マンション販売戸数の増

国際物流事業 ・・・ 為替変動による円換算額の増

営業営業収益（増収）収益（増収）

営業営業利益・経常利益利益・経常利益・四半期純利益・四半期純利益（（各利益とも各利益とも増益）増益）

▲７．３▲７．３％％▲７▲７億円億円９６９６億円億円８９８９億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

３．０３．０％％５５億円億円１７７１７７億円億円１８２１８２億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

５４．８５４．８％％３５３５億円億円６４６４億円億円１００１００億円億円設 備 投 資設 備 投 資

ホテル事業 ・・・ 既存ホテルの稼働率向上

その他 ・・・ 建設関連の事業等での受注増



セグメント別損益状況セグメント別損益状況



１．１． 運運 輸輸 業業

１０．３１０．３％％３３億円億円２５２５億円億円２７２７億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲０．１▲０．１％％▲０．４▲０．４億円億円４２４４２４億円億円４２４４２４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

鉄道・バス事業で増収

タクシー・運輸関連事業で減収

営業利益の営業利益の主な増減主な増減要因要因

減価償却費等の費用の減少

▲８．６▲８．６％％▲４▲４億円億円４５４５億円億円４１４１億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

▲１．９▲１．９％％▲１▲１億円億円７０７０億円億円６８６８億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

８３．６８３．６％％１５１５億円億円１８１８億円億円３３３３億円億円設 備 投 資設 備 投 資



▲０．０▲０．０％％▲０．０▲０．０億円億円１６１６億円億円１６１６億円億円営 業 利 益営 業 利 益

０．２０．２％％０．１０．１億円億円１１２１１２億円億円１１２１１２億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

天神大牟田線旅客人員天神大牟田線旅客人員 ＋０．４＋０．４％％

～～ 鉄道事業鉄道事業 （運輸業の内訳）（運輸業の内訳） ～～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

貝塚線旅客人員貝塚線旅客人員 ＋４．０＋４．０％％

定期外 ＋２．２％

定期 ＋５．８％

▲０．１▲０．１％％▲０．０▲０．０億円億円１０４１０４億円億円１０４１０４億円億円旅 客 収 入旅 客 収 入

０．６０．６％％０．３０．３百万人百万人５２５２百万人百万人５３５３百万人百万人旅 客 人 員旅 客 人 員

１．４１．４％％０．４０．４百万人百万人２９２９百万人百万人２９２９百万人百万人（定（定 期）期）

▲０．３▲０．３％％▲０．０▲０．０百万人百万人２４２４百万人百万人２３２３百万人百万人（定期外）（定期外）

定期外 ▲０．６％

定期 ＋１．２％



※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

～～ バス事業バス事業 （運輸業の内訳）（運輸業の内訳） ～～

３５．０３５．０％％３３億円億円８８億円億円１０１０億円億円営 業 利 益営 業 利 益

０．３０．３％％１１億円億円３１２３１２億円億円３１３３１３億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

▲０．３▲０．３％％▲１▲１億円億円２４７２４７億円億円２４６２４６億円億円乗 合乗 合 収 入収 入

▲１．０▲１．０％％▲１▲１百万人百万人７４７４百万人百万人７３７３百万人百万人一一 般般

▲０．９▲０．９％％▲１▲１百万人百万人７８７８百万人百万人７７７７百万人百万人（定期外）（定期外）

０．１０．１％％０．１０．１百万人百万人１３６１３６百万人百万人１３６１３６百万人百万人乗 合乗 合 旅 客旅 客 人 員人 員

１．０１．０％％０．００．０百万人百万人３３百万人百万人４４百万人百万人高高 速速

１．４１．４％％１百万人１百万人５９５９百万人百万人５９５９百万人百万人（定（定 期）期）

▲２．９▲２．９％％▲１▲１億円億円２２２２億円億円２１２１億円億円貸 切貸 切 収 入収 入

(注)

（注）バス事業内取引を（注）バス事業内取引を除くと０．５億円（０．２％増）の増収除くと０．５億円（０．２％増）の増収です。です。



２．２． 不不 動動 産産 業業

１．３１．３％％１１億円億円４５４５億円億円４６４６億円億円営 業 利 益営 業 利 益

９．３９．３％％２３２３億円億円２４８２４８億円億円２７１２７１億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

営業収益営業収益・利益・利益のの主な増減主な増減要因要因

不動産分譲事業 ･･･ リノベーションマンション販売戸数の増加

▲２．５▲２．５％％▲１▲１億円億円２９２９億円億円２８２８億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

▲０．５▲０．５％％▲０．４▲０．４億円億円７５７５億円億円７５７５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

９９．８９９．８％％２０２０億円億円２０２０億円億円４０４０億円億円設 備 投 資設 備 投 資



～不動産業の内訳～～不動産業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

《《 不 動 産 賃 貸 事 業不 動 産 賃 貸 事 業 》》

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

２．２２．２％％３３億円億円１３２１３２億円億円１３５１３５億円億円営 業 収 益営 業 収 益

３．８３．８％％１１億円億円３２３２億円億円３３３３億円億円営 業 利 益営 業 利 益

《《 不 動 産 分 譲 事 業不 動 産 分 譲 事 業 》》

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

２７．１２７．１％％２１２１億円億円７８７８億円億円９９９９億円億円営 業 収 益営 業 収 益

▲７．０▲７．０％％▲１▲１億円億円１１１１億円億円１０１０億円億円営 業 利 益営 業 利 益

２．３２．３％％３３区画区画１２９１２９区画区画１３２１３２区画区画（戸（戸 建）建）

５３戸５３戸

１３０１３０戸戸

３１５３１５区画区画

１１．１１１．１％％１３１３戸戸１１７１１７戸戸（マンション）（マンション）

３０７．７３０７．７％％４０戸４０戸１３戸１３戸（（ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ））

２１．６２１．６％％５６５６区画区画２５９２５９区画区画販 売 戸 数販 売 戸 数



３．３． 流流 通通 業業

－－２２億円億円▲１▲１億円億円２２億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲０．２▲０．２％％▲１▲１億円億円４０５４０５億円億円４０４４０４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

ストア事業 ･･･ 店舗の改装・建替による増収

競合店の影響による既存店の減収

９．１９．１％％０．４０．４億円億円５５億円億円５５億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

７０．９７０．９％％３３億円億円４４億円億円７７億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲４４．６▲４４．６％％▲６▲６億円億円１３１３億円億円７７億円億円設 備 投 資設 備 投 資

営業営業利利益の益の主な増減主な増減要因要因

ストア事業 ･･･ 粗利率の改善、除却費等の減



４．４． 物物 流流 業業

▲１８．３▲１８．３％％▲２▲２億円億円１０１０億円億円８８億円億円営 業 利 益営 業 利 益

５．５５．５％％１９１９億円億円３４１３４１億円億円３６０３６０億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

営業収益営業収益・営業利益・営業利益のの主な増減主な増減要因要因

国際物流事業 ･･･ 日本・アジアをはじめ世界的に航空貨物の取扱高が減少

為替変動による円換算額の増加

３．３３．３％％０．１０．１億円億円３３億円億円３３億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

▲１３．１▲１３．１％％▲２▲２億円億円１３１３億円億円１２１２億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

８２．８８２．８％％１１億円億円１１億円億円２２億円億円設 備 投 資設 備 投 資



《《 国国 際際 物物 流流 事事 業業 》》

６．７６．７％％２２２２億円億円３３４３３４億円億円３５６３５６億円億円営 業 収 益営 業 収 益

▲１５．８▲１５．８％％▲２▲２億円億円１０１０億円億円８８億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

～物流業の内訳～～物流業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

▲６．０▲６．０％％▲１１▲１１千件千件１８８１８８千件千件１７７１７７千件千件航空輸入航空輸入((件数件数))

５．５５．５％％１１千ＴＥＵ千ＴＥＵ２２２２千ＴＥＵ千ＴＥＵ２４２４千千ＴＥＵＴＥＵ海運輸出海運輸出((ＴＥＵＴＥＵ))

６．８６．８％％１１千ＴＥＵ千ＴＥＵ２７２７千ＴＥＵ千ＴＥＵ２９２９千ＴＥＵ千ＴＥＵ海運輸入海運輸入((ＴＥＵＴＥＵ))

▲９．６▲９．６％％▲５▲５千トン千トン６０６０千トン千トン５４５４千トン千トン航空輸出航空輸出((重量重量))

▲７．８▲７．８％％▲１０▲１０千件千件１３１１３１千件千件１２１１２１千件千件航空輸入航空輸入((件数件数))

▲３．７▲３．７％％▲１▲１千ＴＥＵ千ＴＥＵ１６１６千ＴＥＵ千ＴＥＵ１６１６千千ＴＥＵＴＥＵ海運輸出海運輸出((ＴＥＵＴＥＵ))

２０．０２０．０％％３３千ＴＥＵ千ＴＥＵ１５１５千ＴＥＵ千ＴＥＵ１８１８千ＴＥＵ千ＴＥＵ海運輸入海運輸入((ＴＥＵＴＥＵ))

▲１０．３▲１０．３％％▲３▲３千トン千トン３４３４千トン千トン３０３０千トン千トン航空輸出航空輸出((重量重量))

※参考（海外子会社取扱高）

（注）（注）円換算額の増加を除くと営業収益は２４億円（７．１％減）の減収、営業利益は３億円（３１％減）の減益です。円換算額の増加を除くと営業収益は２４億円（７．１％減）の減収、営業利益は３億円（３１％減）の減益です。

(注)

(注)



５．５． レジャー・サービス業レジャー・サービス業

７７．３％７７．３％４４億円億円５５億円億円９９億円億円営 業 利 益営 業 利 益

４．１４．１％％７７億円億円１８１１８１億円億円１８８１８８億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

営業収益営業収益・営業利益・営業利益のの主な増減主な増減要因要因

ホテル事業 ･･･ 既存ホテルの稼働率向上、ソラリア西鉄ホテル鹿児島の稼働等により

増収・増益

▲７．４▲７．４％％▲１▲１億円億円１１１１億円億円１０１０億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

１９．４１９．４％％３３億円億円１６１６億円億円１９１９億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

１４．１１４．１％％１１億円億円６６億円億円７７億円億円設 備 投 資設 備 投 資



《《ホテル事業ホテル事業》》

７．８７．８％％８８億円億円９７億円９７億円１０４１０４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

３３１．３％３３１．３％４４億円億円１億円１億円５５億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

～レジャー・サービス業の内訳～～レジャー・サービス業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

《《旅行事業旅行事業》》

－－▲１▲１億円億円０．０．１１億円億円▲１▲１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

▲１０．９▲１０．９％％▲２▲２億円億円２２億円２２億円１９１９億円億円営 業 収 益営 業 収 益

（注）ホテル事業内取引を除くと（注）ホテル事業内取引を除くと５５億円億円（７．８％増）（７．８％増）のの増増収です。収です。

(注)

《《その他レジャー・サービス業その他レジャー・サービス業》》

３７．８％３７．８％１１億円億円４億円４億円５５億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

５．０５．０％％５５億円億円９５億円９５億円９９億円９９億円営 業 収 益営 業 収 益

・・その他レジャー・サービス業・・・娯楽事業、飲食事業、広告事業、その他サービス事業その他レジャー・サービス業・・・娯楽事業、飲食事業、広告事業、その他サービス事業



６．６． その他その他

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

建設関連、車両整備関連事業での受注増等

－－５５億円億円▲４▲４億円億円１１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

８．３８．３％％１７１７億円億円２０６２０６億円億円２２４２２４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

▲３６．９▲３６．９％％▲２▲２億円億円６６億円億円４４億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

９３．５９３．５％％３３億円億円３３億円億円５５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

６３．９６３．９％％４４億円億円６６億円億円１０１０億円億円設 備 投 資設 備 投 資

営業営業利益利益のの主な増減主な増減要因要因

ＩＣカード事業での減価償却費の減等

・・その他・・・その他・・・ICICカード事業、車両整備関連事業、建設関連事業、金属リサイクル事業カード事業、車両整備関連事業、建設関連事業、金属リサイクル事業



連結貸借対照表連結貸借対照表

負
債
・純
資
産

負
債
・純
資
産

資
産
資
産

５９５９億円億円１１,,１９５１９５億円億円１，２５４１，２５４億円億円純 資 産 合 計純 資 産 合 計

▲５▲５億円億円１１,,６６２６６２億円億円１，６５７１，６５７億円億円（有利子負債残高）（有利子負債残高）

▲１３０▲１３０億円億円１１,,８０５８０５億円億円１，６７５１，６７５億円億円固 定 負 債固 定 負 債

４５４５億円億円１，１４０１，１４０億円億円１，１８５１，１８５億円億円流 動 負 債流 動 負 債

▲８５▲８５億円億円２２,,９４５９４５億円億円２，８６０２，８６０億円億円負 債 合 計負 債 合 計

▲２６▲２６億円億円４４,,１４０１４０億円億円４，１１４４，１１４億円億円合計合計

▲２６▲２６億円億円４４,,１４０１４０億円億円４，１１４４，１１４億円億円合計合計

１７１７億円億円３３,,２２１億２２１億円円３，２３８３，２３８億円億円固 定 資 産固 定 資 産

▲４２▲４２億円億円９１９９１９億円億円８７７８７７億円億円流 動 資 産流 動 資 産

増増 減減２０１３２０１３//３３月末月末２０２０１１３３//９９月月末末

純資産の純資産の主な増減主な増減要因要因

資産の資産の主な増減主な増減要因要因 負債の負債の主な増減主な増減要因要因
支払手形及び買掛金の減

長期借入金の減

四半期純利益の計上等による増

受取手形及び売掛金の減少

土地、投資有価証券の増



連結キャッシュ連結キャッシュ・・フローフロー

▲７億円▲７億円９６億円９６億円８９億円８９億円（（ 減 価 償 却 費減 価 償 却 費 ））

２８２８億円億円▲３２▲３２億円億円▲５▲５億円億円（ 借 入 金 ・ 社 債 ）（ 借 入 金 ・ 社 債 ）

２３２３億円億円▲４６▲４６億円億円▲２４▲２４億円億円（（ 法 人 税 等 支 払 額法 人 税 等 支 払 額 ））

▲３９▲３９億円億円▲▲１０７１０７億円億円▲１４６▲１４６億円億円（ 固 定 資 産 の 取 得 ）（ 固 定 資 産 の 取 得 ）

▲２２▲２２億円億円▲▲８３８３億円億円▲１０５▲１０５億円億円投 資 活 動投 資 活 動

２７２７億円億円▲４８▲４８億円億円▲２１▲２１億円億円財 務 活 動財 務 活 動

１９１９億円億円６８６８億円億円８７８７億円億円（ 税 引 前（ 税 引 前 四 半 期四 半 期 純 利 益 ）純 利 益 ）

２７２７億円億円７８７８億円億円１０５１０５億円億円営 業 活 動営 業 活 動

増増 減減
２０１３２０１３//３３

第２四半期第２四半期
２０１４２０１４//３３

第２四半期第２四半期

２２億円億円２８１２８１億円億円２８３２８３億円億円現 金 等 の現 金 等 の 四半期四半期 末残 高末残 高



２０１３年度２０１３年度

中期経営計画の取組み状況中期経営計画の取組み状況



第第1313次中計の位置づけ次中計の位置づけ

【 13次中計 2013～2015 】
『『グループ総合力の発揮による成長への挑戦グループ総合力の発揮による成長への挑戦』』

【 12次中計 2010～2012 】
「変革に挑む西鉄グループ」

1st Stage1st Stage
““基盤づくり基盤づくり””

3rd Stage3rd Stage
【 14次中計 2016～2018 】

2nd Stage2nd Stage
““成長への種まき”成長への種まき”

将来ビジョン2018『 弛まぬ変革 』
～高品質、高付加価値の追求～

■ 新しい市場の開拓に挑戦します新しい市場の開拓に挑戦します

■■ 商品・サービスの価値を高め、選ばれる沿線づくりを推進します商品・サービスの価値を高め、選ばれる沿線づくりを推進します

2015年度数値目標 連結営業利益：180億円 ROA：4.2％ ROE：7.5％



第第1313次中計のグループビジョン・重点戦略次中計のグループビジョン・重点戦略

３．グループ総合力発揮のための体制整備３．グループ総合力発揮のための体制整備３．グループ総合力発揮のための体制整備

２．強固な収益基盤の確立２．強固な収益基盤の確立２．強固な収益基盤の確立

４．CSR経営を文化とする企業風土の定着４．４．CSRCSR経営を文化とする企業風土の定着経営を文化とする企業風土の定着

＜グループビジョン＞

「グループ総合力の発揮による成長への挑戦」
～新しい市場の開拓に挑戦します～

～商品・サービスの価値を高め、選ばれる沿線づくりを推進します～

＜グループビジョン＞＜グループビジョン＞

「「グループ総合力の発揮による成長への挑戦グループ総合力の発揮による成長への挑戦」」
～～新しい市場の開拓に挑戦します～新しい市場の開拓に挑戦します～

～～商品・サービスの価値を高め、選ばれる沿線づくりを推進します商品・サービスの価値を高め、選ばれる沿線づくりを推進します～～

重

点

戦

略

重重

点点

戦戦

略略

１．新たな収益源の開拓１．新たな収益源の開拓１．新たな収益源の開拓



≪１．新たな収益源の開拓≫≪１．新たな収益源の開拓≫

国際物流ビジネスの拡大国際物流ビジネスの拡大

中計期間中の拠点拡大計画

日本
北中南米

アジア・オセアニア

欧州・アフリカ

中国・香港・台湾

★：現地法人設立
●：新規支店開設
▲：駐在事務所開設

★

★

●

●

●

●

●

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

海外拠点の拡大

海外ネットワークの拡充

ポーランド、インド、フィリピンに拠点開設

フランス、オーストラリアに現地法人設立検討

フランス
現地法人設立の検討

ワルシャワ（ポーランド）
支店開設（5月）

プネ（インド）
セールス事務所開設（10月）

セブ（フィリピン）
支店開設（10月）

オーストラリア
現地法人設立の検討

海外拠点拡大の計画と主な進捗

91都市

24ヵ国

2013年度
予定

116116都市88都市都市数都市数

3131ヵ国24ヵ国国数国数

2015年度
計画

2012年度
実績

●
●

★
●

★

海外拠点数推移



総合ロジスティクスプロバイダー化の推進

海運事業の強化

自社定期混載仕向け地の拡大

ロジスティクス事業の強化

りんくうロジスティクスセンターの増設（2014年8月竣工予定）

りんくうロジスティクスセンター第二倉庫イメージ

所在地：大阪府泉佐野市

構造：鉄骨造4階建て

延床面積：10,880㎡

≪１．新たな収益源の開拓≫≪１．新たな収益源の開拓≫

国際物流ビジネスの拡大国際物流ビジネスの拡大

10,88010,880㎡㎡

4,6204,620㎡㎡

新棟新棟

9,2399,239㎡㎡4,6194,619㎡㎡敷地面積敷地面積

7,0417,041㎡㎡

既存棟既存棟

17,92117,921㎡㎡延床面積延床面積

合計合計



≪１．新たな収益源の開拓≫≪１．新たな収益源の開拓≫

業態や事業エリアの拡大業態や事業エリアの拡大

分譲マンション

マンションの建替・リノベーション事業の拡大

藤崎住宅（団地型共同住宅）の建替え（2015年2月竣工予定）

リノベーション事業の規模拡大

分譲マンションの首都圏エリアへの進出

「浦和常盤ザ・レジデンス」の建設・販売（2014年2月竣工予定）

首都圏事業課の新設

藤崎住宅（マンション建替）イメージ

所在地：福岡市早良区百道

総戸数：232戸

所在地：さいたま市浦和区常盤

総戸数：295戸

共同事業者：長谷工コーポレーション、

JR西日本不動産開発、三菱倉庫

浦和常盤ザ・レジデンス イメージ



≪１．新たな収益源の開拓≫≪１．新たな収益源の開拓≫

業態や事業エリアの拡大業態や事業エリアの拡大

シニアマンション

シニアマンションの拡大

「サンカルナ小倉大手町」の開業

サンカルナ福岡城南イメージ

所在地：福岡市城南区茶山

居室数：136室
ホテル

ソラリア西鉄ホテルの新規出店推進

「サンカルナ福岡城南」の建設

（2013年6月22日）

雑貨館インキューブ

出店エリアの拡大

4号店「パークプレイス大分店」オープン

インキューブさせぼ五番街店イメージ

所在地：長崎県佐世保市

店舗面積：約935㎡

5号店「させぼ五番街店」の出店

（2013年6月21日）

（2014年3月下旬オープン予定）

6号店「サンリブ小倉店」の出店

（2014年9月末竣工予定）

（2013年11月29日オープン予定）



≪１．新たな収益源の開拓≫≪１．新たな収益源の開拓≫

新規事業の開発新規事業の開発

新たなビジネスモデルの開拓

生活支援サービス事業の展開

第1号店「ベンリーにしてつ大橋店」営業開始

再生可能エネルギー事業の展開

筑紫太陽光発電所の運用開始（2013年7月26日）

バス営業所跡地への太陽光発電所の新設（2014年2月予定）

（2013年5月23日）

住替え事業の展開

シニア・女性向け暮らしのセミナーの開催（隔月）

地域との連携による農業関連事業（6次産業）への参入

第1弾「あまおうプレミアムスパークリングワイン」の企画・販売

（2013年6月22日販売開始）

PPP事業への参入

福岡市中央児童会館等建替え整備事業の
ベンリーにしてつ大橋店

あまおうプレミアム
スパークリングワイン

優先交渉権者に決定（2013年6月10日）



第第22の創業を実現の創業を実現 （（20152015年）年）

≪２．強固な収益基盤の確立≫≪２．強固な収益基盤の確立≫

天神エリアのプレゼンスアップに向けた取組み天神エリアのプレゼンスアップに向けた取組み

ソラリア街区の一体的改造の推進

ソラリアプラザビルの大規模改造

お客さま用トイレの改修（4階・5階）

全テナントの約4割（48店舗）の一新

第一弾リニューアル（2013年9月14日オープン）

南側外壁のガラス化・南側テナント部分の刷新

ホテルロビー6階移設・レストランフロア刷新

1階ホテルロビー跡店舗化

地下2階の店舗化・エスカレーター増設 など

総投資額：約60億円（2013～2015）

館内共用スペース 改修後（5階）

地下2階と地下街通路の接続

西鉄福岡（天神）駅

ソラリアプラザビル

ソラリアステージビル

ソラリアターミナルビル
ソラリア街区ソラリア街区

地下鉄 天神駅ソラリア街区 位置図

館内共用スペースの改修（3階・5階）



≪２．強固な収益基盤の確立≫≪２．強固な収益基盤の確立≫

天神エリアのプレゼンスアップに向けた取組み天神エリアのプレゼンスアップに向けた取組み

天神地区の将来の再開発に向けた取組み

「天神明治通り街づくり協議会」の推進

地区計画（方針）の都市計画決定・告示（2013年9月9日）

グランドデザイン実現に向けた取組み推進

明治通り明治通り

再開発対象エリア
約17ha

：自社施設：自社施設

明治通り地区 位置図

天神明治通りの将来像



≪２．強固な収益基盤の確立≫≪２．強固な収益基盤の確立≫

選ばれる西鉄沿線の創造選ばれる西鉄沿線の創造

沿線のまちづくり推進

大型複合開発の推進（福岡市中央区地行）

コンパクトシティモデルの開発（三国が丘）

賃貸マンションの開発

開発地位置図

当社鉄道路線

福岡県

佐賀県

西鉄福岡

（天神）

甘木

太宰府

西鉄小郡

西鉄久留米

貝塚

西鉄新宮

三国が丘

地行 高宮

薬院

（福岡市：薬院、地行、高宮）

１

２

３

分譲ゾーン①（2012年3月竣工済、117戸）

分譲ゾーン②（2012年12月竣工済、75戸）

賃貸・商業ゾーン（2014年8月竣工予定、224戸）

１

２

３

大型複合開発イメージ（地行）

三
国
が
丘
駅

大牟田

天神

住宅地エリア

駅前エリア

沿道エリア

コンパクトシティモデルの開発イメージ（三国が丘）

2015年度まちびらき予定



≪２．強固な収益基盤の確立≫≪２．強固な収益基盤の確立≫

スーパーマーケット事業の体質強化スーパーマーケット事業の体質強化

店舗ブランドの確立

都市型小型店の新設

第1号店のオープン（2014年3月予定）

販売管理費の圧縮

赤字店舗の対策実行

閉鎖・建替え・改装等による収支改善策の実施

地元有力食品スーパーとの提携

㈱マルキョウとの資本・業務提携に向けた基本合意（2013年9月4日）

都市型小型店第1号店イメージ

新業態の展開

構造改革の推進

売場・商品の改善（生鮮・惣菜部門の強化）

お客さまサポート係「コンシェルジュ」の配置（2013年7月1日）

高齢者へのサービス強化



≪２．強固な収益基盤の確立≫≪２．強固な収益基盤の確立≫

インバウンドの取組み強化インバウンドの取組み強化

韓国での商品販売・ＰＲの強化

外国人旅行者向け交通サービスの利便性向上

バスフリー乗車券の販売強化

韓国旅行会社との関係強化

各種商品の販促キャンペーンの実施

福岡空港国際線ターミナルと福岡都心部を結ぶバスの運行

「国際線ターミナル～博多駅」線を天神エリアまで延伸（2013年3月16日）

需要に合わせたダイヤ増便などの検討

FUKUOKA TOURIST CITY PASSの本格発売

外国人旅行者を対象とした福岡市内公共交通

1日フリー乗車券（5ヶ国語対応）

西鉄、JR九州、昭和自動車、福岡市交通局が

（2013年10月1日～）

＜出典＞法務省 出入国管理統計統計表（数値は福岡空港・博多港の合算値）

（千人） 福岡への外国人入国者数推移

連携
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

761 767

九州のバス乗り放題乗車券「SUNQパス」



≪２．強固な収益基盤の確立≫≪２．強固な収益基盤の確立≫

交通サービスの利便性向上交通サービスの利便性向上

新高速乗合バス制度移行を契機とした需要取り込み

高速バス予約システムの刷新

「WEB割」「WEB早割」等のWEB運賃プラン導入

天神バスセンターのリニューアル

内装デザインの一新

待合スペースの整備・拡張

情報・案内機能の強化 など

天神バスセンター全体イメージ

鉄道・バスの連携による商品開発

福岡都心ダブルパスの発売

（2013年10月1日～）

福岡都心部の西鉄電車とバスが乗り放題
となる定期券

乗り継ぎ促進によるバス路線再編

「西鉄大橋駅」を乗り継ぎ拠点とした路
線再編（2013年11月2日）

「西鉄大橋駅」を乗り継ぎ拠点とした路線再編概要



重点戦略重点戦略

≪３．グループ総合力発揮のための体制整備≫≪３．グループ総合力発揮のための体制整備≫

◆ 安全・リスクマネジメントの継続的実施

◆ 地域・社会との共生、CSの向上

◆ 環境マネジメントの取組み推進

◆ グループ事業の再編

◆ 鉄道・バスの連携体制の構築

◆ 業績評価制度の見直し

◆ 人事賃金制度刷新の検討

◆ ブランド戦略の構築

≪４．≪４．CSRCSR経営を文化とする企業風土の定着≫経営を文化とする企業風土の定着≫

CSRレポート



２０２０１１４年３月期４年３月期
収支予想収支予想及び投資計画及び投資計画



※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費（営業費）

※ 設備投資は単純集計です。

※ 記載金額は単位未満を四捨五入。ただし、1億円に満たない金額は小数点表示。

２０１４年３月期２０１４年３月期 連結収支予想連結収支予想

４．４４．４％％４４億円億円９２９２億円億円９６９６億円億円当 期 純 利 益当 期 純 利 益

３．８３．８％％６６億円億円１６２１６２億円億円１６８１６８億円億円経 常 利 益経 常 利 益

２．４２．４％％４４億円億円１１７６７６億円億円１８０１８０億円億円営 業 利 益営 業 利 益

２．８２．８％％９６９６億円億円３，３，３８４３８４億円億円３，４８０３，４８０億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増減額増減額
２０１３２０１３//３３
（（実績実績））

２０１４２０１４//３３
（（予想予想））

▲４．４▲４．４％％▲９▲９億円億円１９７１９７億円億円１８９１８９億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

▲１．４▲１．４％％▲５▲５億円億円３３７６７６億円億円３７１３７１億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

６４．９６４．９％％１２６１２６億円億円１９５１９５億円億円３２１３２１億円億円設 備 投 資設 備 投 資



２０２０１１４年３月期４年３月期 セグメント別収支予想セグメント別収支予想

３２３２億円億円７００７００億円億円７３２７３２億円億円営業収益営業収益

物 流物 流 業業
２２億円億円１１８８億円億円２０２０億円億円営業利益営業利益

４１４１億円億円５５４８４８億円億円５８９５８９億円億円営業収益営業収益

不 動 産 業不 動 産 業
▲５▲５億円億円９９９９億円億円９４９４億円億円営業利益営業利益

▲８▲８億円億円８１０８１０億円億円８０２８０２億円億円営業収益営業収益

流 通 業流 通 業
▲１▲１億円億円▲０．４▲０．４億円億円▲１▲１億円億円営業利益営業利益

１１億円億円

２２２２億円億円

１１億円億円

１２１２億円億円

４４億円億円

▲０．１▲０．１億円億円

増減額増減額

４６４６億円億円５０５０億円億円営業利益営業利益

８４８４００億円億円８４０８４０億円億円営業収益営業収益

運 輸 業運 輸 業

５５億円億円

４４６７６７億円億円

１４１４億円億円

３３７０７０億円億円

２０１３２０１３//３３

（（実績実績））

６６億円億円営業利益営業利益

４８９４８９億円億円営業収益営業収益

そ の 他そ の 他

１５１５億円億円営業利益営業利益

３８２３８２億円億円営業収益営業収益

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

営業利益の営業利益の増減要因増減要因
２０１４２０１４//３３

（（予想予想））

賃貸事業の減益

（修繕・除却費等の費用の増）

国際物流事業の増益

（円換算額の増）

ICカード事業の損失縮小

（減価償却費の減少）

バス事業の増益

（減価償却費等の費用の減）

ストア事業の減益

（スクラップ＆ビルドによる費用増）

ホテル事業の増益

（稼働率の向上）



＜参考＞＜参考＞ ２０２０１１４年３月期４年３月期
セグメント別予想（減価償却費・ＥＢＩＴＤＡ・設備投資）セグメント別予想（減価償却費・ＥＢＩＴＤＡ・設備投資）

▲０．３▲０．３億円億円５５８８億円億円５８５８億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

不 動 産 業不 動 産 業 ▲５▲５億円億円１１５９５９億円億円１５３１５３億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

８０８０億円億円４６４６億円億円１２６１２６億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲２▲２億円億円１８１８億円億円１６１６億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲０．１▲０．１億円億円３６３６億円億円３６３６億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

３３億円億円２４２４億円億円２７２７億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

０．３０．３億円億円１１００億円億円１１１１億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲１▲１億円億円１１４０４０億円億円１３９１３９億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

１１億円億円１０１０億円億円１１１１億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

流 通 業流 通 業

１０１０億円億円９７９７億円億円１０６１０６億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲５▲５億円億円９４９４億円億円８９８９億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

運 輸 業運 輸 業

１６１６億円億円

１１３３億円億円

９９億円億円

２２２２億円億円

５５億円億円

７７億円億円

２３２３億円億円

２０１３２０１３//３３（（実績実績））

６６億円億円２２２２億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲４▲４億円億円１０１０億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

そ の 他そ の 他

１６１６億円億円２５２５億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲１▲１億円億円２１２１億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

１３１３億円億円１８１８億円億円設 備 投 資設 備 投 資

０．２０．２億円億円７７億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

物 流物 流 業業

２２億円億円２４２４億円億円設 備 投 資設 備 投 資

増減額増減額２０１４２０１４//３３（（予想予想））

＜参考＞2014年3月期セグメント別予想



＜参考＞＜参考＞ ２０２０１１４年３月期４年３月期
主な主なセグメント収支予想セグメント収支予想

１０１０億円億円２００億円２１０２１０億円億円営 業 収 益営 業 収 益

ホ テ ルホ テ ル 事 業事 業レ
ジ
ャ
ー
・

レ
ジ
ャ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

１１億円億円８億円９９億円億円営 業 利 益営 業 利 益

０．００．０億円億円１億円１１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲２▲２億円億円４３億円４１４１億円億円営 業 収 益営 業 収 益

旅 行 事 業旅 行 事 業

２２億円億円１７億円１９１９億円億円営 業 利 益営 業 利 益

４０４０億円億円６９２億円７３３７３３億円億円営 業 収 益営 業 収 益

国 際 物 流 事 業国 際 物 流 事 業
物
流
業

物
流
業

不
動
産
業

不
動
産
業

運
輸
業

運
輸
業 ０．２０．２億円億円６１７億円６１７６１７億円億円営 業 収 益営 業 収 益

バ ス 事 業バ ス 事 業

０．４０．４億円億円３３億円３３３３億円億円営 業 利 益営 業 利 益

１１億円億円２２４億円２２５２２５億円億円営 業 収 益営 業 収 益
鉄 道鉄 道 事 業事 業

２７億円

２０１億円

６７億円

２７３億円

１２億円

２０１３２０１３//３３
（（実績実績））

３３億円億円３０３０億円億円営 業 利 益営 業 利 益

３７３７億円億円２３８２３８億円億円営 業 収 益営 業 収 益
不動産不動産 分譲分譲 事業事業

▲８▲８億円億円６０６０億円億円営 業 利 益営 業 利 益

２２億円億円２７５２７５億円億円営 業 収 益営 業 収 益

不動産不動産 賃貸賃貸 事業事業

４４億円億円１６１６億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減額増減額
２０１４２０１４//３３
（（予想予想））

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。
＜参考＞2014年3月期主なセグメント収支予想



２０１４２０１４年３年３月期月期 設備投資計画設備投資計画

【【２０２０１１44年３月期年３月期 総投資額総投資額 ３２１億円３２１億円】】

◎◎ 投資種別の内訳投資種別の内訳

運輸業運輸業
１０６１０６億円億円

流通流通業業
２４２４億円億円

不動産不動産業業
１２６１２６億円億円

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業業
２５２５億円億円

その他その他
２２２２億円億円

・安全投資・安全投資

・・バスバス車両新造車両新造 などなど

・商業施設・商業施設改造改造

・シニアマンション建設・シニアマンション建設

・賃貸マンション建設・賃貸マンション建設 などなど

・店舗新設・改装・店舗新設・改装 などなど

◎◎ 投資額の推移投資額の推移

◎◎ セグメント別の内訳セグメント別の内訳

安安 全全
５０億円５０億円

ＩＣＩＣ
８億円８億円

リニューアル・リニューアル・
車両更新車両更新
９９億円９９億円

保守・保守・維持更新維持更新
６０億円６０億円

３２１億円３２１億円１９５億円１９５億円１９４億円１９４億円２２６６５億円５億円２６５億円２６５億円総投資額総投資額

２０１４／３計画２０１４／３計画２０１３／３２０１３／３２０１２／３２０１２／３２０１１／３２０１１／３２０１０／３２０１０／３年度年度

物流物流業業
１８１８億円億円

・・ホテル改装ホテル改装 などなど

・ＩＴシステム保守・開発・ＩＴシステム保守・開発 などなど

新規新規
９３億円９３億円

省エネ・節電省エネ・節電
１１億円１１億円

・・物流センター増設物流センター増設 などなど



≪参考≫2014年3月期第2四半期 連結損益実績（百万円単位）

・連結損益実績 （単位：百万円、％）

2014/3
第2四半期

2013/3
第2四半期

増減額 増減率

1 営業収益 170,192 164,665 5,526 3.4
2 営業利益 9,216 7,957 1,258 15.8
5 経常利益 8,655 7,045 1,610 22.9
13 四半期純利益 4,877 3,743 1,134 30.3

・セグメント別　営業収益・営業利益
営 業 収 益 営 業 利 益

2014/3
第2四半期

2013/3
第2四半期

増減額 増減率
2014/3

第2四半期
2013/3

第2四半期
増減額 増減率

100 運輸業 42,365 42,406 ▲ 40 ▲ 0.1 2,710 2,456 253 10.3
300 不動産業 27,081 24,770 2,311 9.3 4,570 4,510 59 1.3
200 流通業 40,399 40,500 ▲ 100 ▲ 0.2 150 ▲ 98 248 -
500 物流業 35,950 34,083 1,867 5.5 830 1,016 ▲ 186 ▲ 18.3
400 ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業 18,802 18,065 736 4.1 892 503 389 77.3
600 その他 22,366 20,648 1,718 8.3 132 ▲ 365 497 -
920 調整額 ▲ 16,774 ▲ 15,809 ▲ 965 - ▲ 70 ▲ 66 ▲ 3 -

連結 170,192 164,665 5,526 3.4 9,216 7,957 1,258 15.8

・サブセグメント別　営業収益

2014/3
第2四半期

2013/3
第2四半期

増減額 増減率

110 鉄道事業 11,234 11,215 18 0.2
## バス事業 31,289 31,206 82 0.3
130 タクシー事業 1,956 1,999 ▲ 42 ▲ 2.1
180 運輸関連事業 2,204 2,267 ▲ 63 ▲ 2.8
921 消去 ▲ 4,320 ▲ 4,283 ▲ 37 -

運輸業 42,365 42,406 ▲ 40 ▲ 0.1
310 不動産賃貸事業 13,488 13,204 283 2.2
330 不動産分譲事業 9,875 7,772 2,103 27.1
390 その他不動産事業 5,092 4,936 156 3.2
923 消去 ▲ 1,374 ▲ 1,142 ▲ 232 -

不動産業 27,081 24,770 2,311 9.3
210 ストア事業 40,957 40,568 389 1.0
922 消去 ▲ 558 ▲ 68 ▲ 489 -

流通業 40,399 40,500 ▲ 100 ▲ 0.2
510 国際物流事業 35,646 33,417 2,229 6.7
520 国内物流事業 4,500 4,862 ▲ 362 ▲ 7.4
925 消去 ▲ 4,197 ▲ 4,196 ▲ 0 -

物流業 35,950 34,083 1,867 5.5
440 ホテル事業 10,422 9,668 753 7.8
420 旅行事業 1,947 2,184 ▲ 237 ▲ 10.9
430 娯楽事業 1,671 1,534 136 8.9
460 飲食事業 2,065 2,076 ▲ 11 ▲ 0.5
450 広告事業 3,468 3,357 111 3.3
490 その他サービス事業 2,724 2,484 240 9.7
924 消去 ▲ 3,496 ▲ 3,240 ▲ 256 -

レジャー・サービス業 18,802 18,065 736 4.1
690 ICカード事業 327 314 12 4.1
620 車両整備関連事業 14,143 13,652 491 3.6
640 建設関連事業 6,008 5,198 810 15.6
610 金属リサイクル事業 2,209 1,963 245 12.5
926 消去 ▲ 321 ▲ 480 158 -

その他 22,366 20,648 1,718 8.3

《参考》2014年3月期第2四半期 連結損益実績（百万円）



本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証す本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証す

るものではなく、リスクや不確実性を含んだものです。将来の業績は経営環境の変化などによりるものではなく、リスクや不確実性を含んだものです。将来の業績は経営環境の変化などにより

目標と異なる可能性があることにご留意ください。目標と異なる可能性があることにご留意ください。


